
　

香
港
に
対
す
る
世
界
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
、「
逃
亡
犯
条
例
」
改
正
案
を
端
緒
に

激
し
い
抗
議
活
動
が
行
わ
れ
、
社
会
情
勢
が
混
乱
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
香
港
に
お
い
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、
米
中

対
立
が
激
し
さ
を
増
す
中
、「
香
港
国
家
安
全
維
持

法
」
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
影
響
を
巡
り
様
々
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
ま
さ
に
、
選
挙
制
度
の

見
直
し
に
向
け
た
動
き
が
進
行
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
１
９
７
９
年
以
来
、
香
港
経
済
界

と
の
間
で
継
続
し
て
い
る
「
日
本
・
香
港
経
済
合
同

委
員
会
」
の
39
回
目
と
な
る
会
合
を
、
３
月
９
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
日
本
側
か
ら
は
17
社
、

ビ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
香
港
・
日
本
経
済
委
員
長（H

K
R 

International

会
長
）率
い
る
香
港
側
か
ら
は
14
社

が
出
席
。
双
方
の
最
新
の
経
済
情
勢
や
ウ
ィ
ズ
・
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
期
に
お
け
る
日
本
・
香
港
間
の
経
済
協

力
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
①
最
近
の
香
港
情
勢
、
②
広

東
・
香
港
・
マ
カ
オ
大
湾
区（
Ｇ
Ｂ
Ａ
）構
想
、
③
今

後
の
日
本
・
香
港
関
係
の
行
方
に
焦
点
を
当
て
て
会

議
の
模
様
を
報
告
す
る
。

香
港
情
勢
の
実
態
を
把
握
す
る
重
要
性

　

企
業
関
係
者
の
間
に
は
、
最
近
の
情
勢
が
香
港
の

経
済
・
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
懸

念
す
る
見
方
が
あ
る
。
会
議
に
お
い
て
香
港
側
か
ら

も
、「
香
港
経
済
は
長
引
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
米
中

貿
易
摩
擦
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
米
中
対
立
や
一
時
の

社
会
的
混
乱
か
ら
香
港
の
将
来
を
不
安
視
す
る
声
は

あ
る
も
の
の
、『
一
国
二
制
度
』
の
も
と
で
自
由
は

揺
る
ぎ
な
く
、
経
済
の
基
礎
的
条
件
も
安
定
し
て
お

り
、
香
港
の
世
界
経
済
に
お
け
る
位
置
付
け
は
不
変

で
あ
る
」、
ま
た
、「
香
港
は
健
全
な
金
融
シ
ス
テ
ム
、

法
の
支
配
、
強
固
な
知
財
保
護
制
度
、
開
放
的
な
経

済
シ
ス
テ
ム
等
を
有
し
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
・
金
融
の

ハ
ブ
と
し
て
、
困
難
か
ら
回
復
す
る
力
が
あ
る
」
と

い
っ
た
意
見
が
多
く
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
香
港
国
家
安
全
維
持
法
」
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
が
安
定
を
取
り
戻
す
た
め
の
措
置
で
あ
り
、

司
法
制
度
、
自
由
な
情
報
流
通
、
基
本
的
人
権
等
を

阻
害
す
る
も
の
で
は
な
い
。
正
当
な
ビ
ジ
ネ
ス
活
動

に
対
し
て
い
か
な
る
悪
影
響
も
与
え
な
い
」
と
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　

日
本
側
か
ら
は
、「
中
国
の
さ
ら
な
る
成
長
、
国

際
金
融
セ
ン
タ
ー
や
Ｇ
Ｂ
Ａ
の
中
核
都
市
と
し
て
の

位
置
付
け
、
金
融
・
物
流
・
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
等
を
通
じ
て
、
香
港
は
ア
ジ
ア
の

主
要
な
経
済
都
市
の
地
位
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
だ

ろ
う
」
と
の
分
析
や
、「
以
前
に
比
べ
て
中
央
政
府

の
存
在
感
が
増
し
た
印
象
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
法

の
支
配
は
守
ら
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
見
方
が
示
さ

れ
た
。

第
39
回
日
本
・
香
港
経
済
合
同
委
員
会
を
開
催

─
相
互
理
解
の
深
化
と
経
済
交
流
の
促
進
に
向
け
て
意
見
交
換

日
本
・
香
港
経
済
委
員
会
委
員
長�

三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
会
長

國くにべ
部 
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め
と
す
る
領
域
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
と
協
創
で

社
会
課
題
を
解
決
す
る
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

の
推
進
に
よ
る
香
港
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー

ト
化
や
市
民
生
活
の
質
の
向
上
へ
の
協
力
、
農
林
水

産
品
の
香
港
へ
の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
に
向
け
た
物

流
分
野
の
戦
略
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
香
港
側
か
ら
は
、
同
地
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
に
加
え
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
や
バ
ー
チ
ャ
ル
バ
ン
ク
の
普
及
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
急
速
な
進
展
等
に
つ
い

て
、
実
際
の
事
例
に
触
れ
つ
つ
紹
介
さ
れ
た
。

　

香
港
は
中
国
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
中
国
経

済
の
成
長
を
金
融
面
か
ら
支
え
る
重
要
な
機
能
を
担

っ
て
い
る
。
香
港
と
東
京
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
強

み
を
有
す
る
金
融
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
互
い
に
連
携

し
補
完
し
な
が
ら
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
は
十
分
可

能
だ
ろ
う
。
昨
今
、
気
候
変
動
や
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
重
視
す
る
動
き
が
世
界
的
に
加
速
す
る
中
、

日
本
と
香
港
が
協
力
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
に
値

す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
日
は
率
直
な
意
見
交
換
が
出

来
、
香
港
経
済
界
と
の
連
携
の
重
要
性
を
改
め
て
確

認
す
る
意
義
深
い
会
合
と
な
っ
た
。
香
港
は
、
時
々

の
政
治
・
経
済
環
境
に
応
じ
て
、
自
ら
の
機
能
や
役

割
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
約
１
₅
０
年
も
の
間
、
ア

ジ
ア
経
済
の
要
衝
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
我
々
と
し

て
も
、
引
き
続
き
こ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
に
裏
打

ち
さ
れ
た
強
靭
性
を
持
つ
香
港
と
と
も
に
ア
ジ
ア
の

発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

こ
の
１
年
余
り
、
国
際
的
な
人
の
往
来
が
制
限
さ

れ
、
海
外
の
情
勢
を
直
接
見
聞
し
て
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
日
本
企
業
の
本
社
と
香
港
法
人
の
間
で

現
地
情
勢
の
認
識
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
も
あ
る
と
聞
く
。
状
況
が
日
々
変
化
す
る
中
、

様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
公
平
か
つ
的
確
な
情

報
収
集
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
あ
っ
た
が
、
香
港
企
業
人
の
生
の
声
を
直
接

聞
け
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

新
た
な
機
会
を
創
出
す
る
Ｇ
Ｂ
Ａ
構
想

　

こ
う
し
た
難
し
い
情
勢
下
に
お
い
て
も
、
香
港
の

経
済
発
展
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
そ
の
一
例
が
、

香
港
と
マ
カ
オ
、
広
東
省
の
９
都
市
が
、
１
つ
の
地

域
経
済
圏
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
す
Ｇ
Ｂ
Ａ

構
想
で
あ
る
。
域
内
を
結
ぶ
港
珠
澳
大
橋
の
完
工
な

ど
ハ
ー
ド
面
が
注
目
を
集
め
て
き
た
が
、
直
近
で
は
、

Ｇ
Ｂ
Ａ
域
内
に
お
け
る
法
律
・
建
築
等
専
門
人
材
の

流
動
性
を
高
め
る
動
き
や
、
香
港
で
承
認
さ
れ
た
医

薬
品
・
機
器
等
の
本
土
側
審
査
の
迅
速
化
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
の
各
種
施
策
が
実
現
し
て
い
る
。
巨
大
な
後

背
地
で
あ
る
中
国
を
抱
え
る
同
地
域
の
成
長
期
待
は

大
き
く
、
我
が
国
企
業
も
い
か
に
そ
の
成
長
機
会
を

取
り
込
ん
で
い
く
の
か
、
検
討
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

会
議
に
お
い
て
香
港
側
か
ら
は
、
同
構
想
に
よ
り
、

日
本
企
業
が
例
え
ば
、
Ｉ
Ｔ
、
バ
イ
オ
、
医
療
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア
、
消
費
財
等
の
分
野
に
お
い
て
、「
法
制

度
が
安
定
し
て
い
る
香
港
を
拠
点
に
、
高
い
消
費
意

欲
を
持
っ
た
７
２
０
０
万
の
人
口
を
擁
す
る
域
内
市

場
に
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
」
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
Ｇ
Ｂ
Ａ
域
内
各
都
市
の

優
先
招
致
業
種
や
優
遇
措
置
等
の
情
報
を
ま
と
め
た

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
設
準
備

を
進
め
て
い
る
。
ぜ
ひ
活
用
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
機
会
と
し
て
ほ
し
い
」
と
の
提
案
も
あ
り
、
香
港

経
済
界
の
同
構
想
へ
の
熱
意
と
日
本
企
業
へ
の
期
待

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
の

日
本
・
香
港
関
係

　

日
本
・
香
港
間
の
経
済
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
、
日
本
側
か
ら
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
は
じ

オンライン形式で会議を開催
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